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人　口

　男

　女

世帯数

6，293人（一45）

3，037人（一23）

3，256人（一22）

1，755戸（一7）

62年4月1日現在人口

　　〔　）は対前月比

胸愚く5ま世

62

　　　　　　5

　4月10日、桜舞うなか、町内小学校5校の

入学式が一斉に行われ、89名の児童が小学校

の門をくぐりました。

　入学式では、お兄ちゃんやお姉ちゃんに迎

えられ、先生から名前を呼ばれると元気な声

で返事をしていました。

　　　　　　（写真は埠谷小学校の入学式）
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四
月

　
東
郷
町
で
は
、
四
月
か
ら
組
織
機

構
の
改
革
を
行
い
ま
し
た
、

　
従
来
の
、
耕
地
課
、
建
設
課
を
統

合
し
て
開
発
整
備
課
を
新
設
し
ま
し

た
．
、
ま
た
、
農
林
課
に
つ
い
て
は
林

業
係
を
独
立
さ
せ
、
農
政
課
と
林
政

課
に
分
け
て
い
ま
す
。

　
主
な
事
務
内
容
と
し
て
は
、
従
来

の
農
林
課
の
農
業
部
門
を
農
政
課
が
、

図置配課

付
属
棟

開発整備課

会議室

農政課i

課政林

上る→

日
か
ら

林
業
部
門
を
林
政
課
が
担
当
し
ま
す
。

　
開
発
整
備
課
は
、
建
設
課
と
耕
地

課
が
行
っ
て
い
た
事
務
と
、
今
年
度

よ
り
始
ま
る
地
籍
の
準
備
も
開
発
整

備
課
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
機
構
改
革
に
伴
い
半
数
以
上
の
異

動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
課
の

配
置
と
、
職
員
の
配
置
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

潴
役
場
庁
舎
継

職
員
配
置
一
覧
表

（
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
現
在
）

㊥
…
…
主
査
ま
た
は
主
任
技
術
員

※
太
字
は
異
動

議員控室 電算室
講　堂 議

場
議長室肇嘉 企画財政課

町
長
室

蟹
隆

助
個
室

総
務
課

住
民
課
＝

町民室

閲覧室

税
務
課

〔
出
納
室

教育委員会事務局は中央公民館内にあります。

課 課長・局長 補　　佐 主　　幹　　係　　名 係　　　長 課　　　　　　　　　　　　　員

総　　務 （兼）手原孝徳 植野浩人㊥黒木昭幸㊦三浦信代㊥井本岩根
i兼〉三浦元生海野倫子川ロ皇子総

務
小林理教 畝原孝徳

電子計算 （兼）畝原孝徳 三浦元生（兼）小林英明（兼〉若藤公生（兼）若杉健司
i兼）植野浩人

企　　　画 （兼）矢野昌明 山口佐知男
盛
政
断
財 山本一正 矢野昌明

財　　　政 川越　洋 小林英明
課　　　税 （兼）荒砂建一 海野真理若杉健司（新採用）税

務 若林義和 荒砂建一 固定資産 矢野　続 黒木孝利
住　　　民 平野久栄海野雅彦（兼）寺原映子
福　　　祉

（兼）寺原弘勝
若藤公生

保険年金 平野字市 福田幸一寺原映子
小林錬一 寺原弘勝

衛生水道 塩月悌二 山田重男（兼〉福田幸一中野千穂一政多栄子
寥ｴ君保（新採用）

保育園 鶴野内
ﾘ　　谷

（主）㊥新名弘代㊥黒木和江
i主）㊥伊東ヒロヨ㊥黒木由美子

振　　　興 （兼）沖田征郎 海野茂実（農委兼務）農
政
日高今朝利
i農委局長兼） 沖田征郎 農　　　政 中谷　敏 三浦練一三浦浩司（新採用）

林　　　政 海野修一 ㊥黒木勝己林
政 新名淳一 小野三千樹 森林土木 （兼）小野三千樹 吉田健二（兼）児玉　明

管　　　理 三浦正教 直野和志池田正信
土　　　木 （兼）岩崎寿男 児玉　明

開
発
整
備

甲斐久生

Q事
楓ﾘ一希

岩崎寿男
農地整備 椎田幹男 菊池輔弘西田宗吉
地　　　籍 海野誓生

指導員 岩田定夫 阿万富子矢野澄代老
人
ホ
ー
ム

矢野森一郎 寮　　母
①寺原正子㊤佐藤ユリ子⑦菊池久美子
√x山トキチ

給　　　食 ㊥甲斐詠子㊥山田延子横田由美
事　　　務 赤木ツヨ子山床貞雄塗木里美
レントゲン栄養士 ㊥井川幸雄増田登志江病

　
　
院

医師
R本　宏
R元香代子

ﾇ長
｡口幸一一

井上蘇代子 看護婦
岩崎文重馬原ひとみ青山恵子中村まり子
P児玉洋子僑本シマ了一池口美都代黒木美千代
P酒井やつ子

運転手調理員 ㊤田口英r甲斐智栄子
出納 吉田重一㊥甲斐まち予
議会 都甲哲郎 1仁田優子

総務学校 （兼）黒木幸男 清水昭生㊥川越キヨ子
社　　教1（兼）那須文美 寺原政志（派）僑口武俊（派）甲斐　彰

（社指）木村喜一（社指）川原塩江
教
育
禾
女
口
貝
会

黒木幸男

ﾟ須文美

幼稚園　　轟　響　　　　1　　　芋　　　迫 ．L藤厚子川島恵智子（新採用）
ﾑ　恭f
｡口洋子

委
i
寺
原
和
正
　
1
貝
i
ム
i

綱目齢ヒ配船謡離霜脹畠中）川朋加〔東小）池田慶子（寺小）③奥　タヅそ白川和代

　　1｡寸・岩男 調理貝 ㊤池田繁子㊦小林ミチ子㊦塩月　嬰塩月睦美
贒c一美高山千里

、
つ

こ’、
つ

と報町昭和62年5月号
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qOアーし当1
表金労働意業畳表2

無
築
籍
働

　　

ｮ
労

　　

D
業

　　

@
農

　　

@
準

　　

@
標

　農業労働賃金、小作料については、毎年

農業委員会において定めることになってい

ますが、昭和62年度の標準賃金が次のとお

り定められましたのでお知らせします。

標準小作料表1

作　　　業　　　種　　　類　　　162年度　1備　　　考

耕　　起i 5，000円
F
　
　
．
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
1

整　理　田 荒　　代
4，000

植　　代 　．U，000初　　　田
耕　　起 5，000

未整理田 荒　　代 4，000

植　　代　　　6，000

耕　　起・　6，500

整　理　田
荒　　代i　5，200

植　　代　　　6，000
飼料作物

@地
耕　　起1　6，500i跡

未整理田 荒　　代 5，200

水
　
　
　
　
稲
　
　
　
　
作
　
　
　
　
業

植　　代 6，000

整　　　　理　　　　田 6，000

田　　　植
未　　整　　理　　田 6，000

1．補植は含
@まない。
Q，苗運搬は
ﾜまない。

整　　　　理　　　　田 11，000

コンバイン
未　　整　　理　　田 11，000

ひも代は含ま
ﾈい。

整　　　　理　　　　田 6，000

バインダー
未　　整　　理　　田 6，000

脱　　　穀 ハーベスター1袋当り
300 袋代は含まな

｢D

耕　　　転 パワーディスク 3，500
但し、15cm－20cm

ﾝ出料金、500円
耕
転
作
業 藻　耕 プ　　　　ラ　　　　ウ 5，000

農機具使用者日当 6，000

田植作業（男、女共） 4，000 （二食付）労
務
費

男 5，000

一　般　農　作　業
女 4，000

注意事項）

　　　立地条件によっては割増料金を設定することがある。
　　　割増料金は受委託者間で設定する。

国
民
年
金
保
険
料

職
、
醜

ノ

　
昭
和
六
十
二
年
四
月
か
ら
、
国
民

年
金
保
険
料
は
従
来
の
七
、
　
一
〇
〇

円
か
ら
七
、
四
〇
〇
円
に
な
り
ま
す
。

付
加
年
金
を
掛
け
て
い
る
方
は
、

七
、
八
○
○
円
で
す
。

納
付
困
難
な
時
は

　
　
　
免
除
の
手
続
き
を

　
国
民
年
金
制
度
に
は
、
無
業
の
人

や
所
得
の
低
い
人
な
ど
、
保
険
料
を

納
め
る
余
裕
が
な
い
人
の
保
険
料
納

付
に
つ
い
て
無
理
が
生
じ
な
い
よ
う

に
と
の
配
慮
か
ら
、
免
除
制
度
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
免
除
制
度
に
は
、
法
律
で
定
め
ら

れ
て
い
る
要
件
に
該
当
す
れ
ば
免
除

さ
れ
る
「
法
定
免
除
」
と
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
と

き
に
役
場
の
審
査
結
果
を
も
と
に
、

宮
崎
県
知
事
に
申
請
し
て
承
認
を
受

　
　
　
　
　
け
る
「
申
請
免
除
」
の

　
　
　
　
　
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
申
請
免
除
は
、

　
　
　
　
　
①
所
得
が
ゼ
ロ
に
近

　
　
　
　
　
　
い
。

　
　
　
　
　
②
加
入
者
本
人
や
家

　
　
　
　
　
　
族
が
生
活
保
護
法
の

　
　
　
　
　
　
医
療
扶
助
な
ど
を
受

　
　
　
　
　
　
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　
③
保
険
料
の
納
入
が

塑
聚
婁
に
瑛
蓄
，
　
　
　
困
難
と
判
断
で
き
る
。

て
す
へ
て
の
ヨ
ガ
の
み

茎
謹
奪
豊
撫
　
　
　
以
上
の
よ
う
な
条
件

巴　　
　
　
　
に
当
て
は
ま
れ
ば
、
県

　
　
　
　
　
知
事
に
免
除
を
申
請
で

　
き
ま
す
。
審
査
の
う
え
認
め
ら
れ
た

　
時
、
そ
の
年
度
内
の
保
険
料
は
納
め

　
な
く
て
も
良
く
な
り
ま
す
。

　
　
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
方
、

　
ま
た
は
、
六
十
一
年
度
に
申
請
免
除

　
を
し
て
い
て
ひ
き
つ
づ
き
今
年
度
も

　
申
請
免
除
し
た
い
方
は
、
早
目
に
役

　
場
年
金
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
ま
た
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期

　
間
も
、
年
金
計
算
の
対
象
と
な
り
ま

　
す
が
、
年
金
額
は
保
険
料
を
納
め
た

　
時
の
三
分
目
一
に
減
額
さ
れ
ま
す
の

　
で
、
必
ず
し
も
有
利
な
制
度
で
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
申
請
免
除
し

　
た
期
間
は
後
に
な
り
家
計
に
ゆ
と
り

　
が
で
き
た
と
き
は
、
一
〇
年
前
に
さ

　
か
の
ぼ
っ
て
追
納
で
き
ま
す
。
こ
の

　
場
合
納
め
る
保
険
料
は
、
当
時
の
保

　
険
料
に
一
定
の
額
を
加
算
し
た
も
の

　
に
な
り
ま
す
。
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嶺
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24点

の増募

1

米・ごはんに関する作文

｛
8
℃
｛
6
電
｛
｛
8
電
8
塗
▼
噸
£
噌
ξ
謹
罵

㎞

　
東
郷
地
域
米
消
費
拡
大
推
進
協
議

会
と
東
郷
町
教
育
委
員
会
が
、
昭
和

六
十
一
年
度
「
第
三
回
米
・
ご
は
ん

に
関
す
る
作
文
」
を
募
集
し
た
結
果
、

百
二
十
四
点
の
応
募
が
あ
り
、
次
の

方
々
が
入
賞
い
た
し
ま
し
た
。

（
　
）
の
学
年
は
昭
和
六
十
一
年
度

最
優
秀
賞

　
　
黒
木
一
平
（
東
郷
小
一
年
）

　
　
那
須
紀
佳
（
坪
谷
小
四
年
）

　
　
黒
木
将
成
（
坪
谷
小
六
年
）

優
秀
賞

　
　
山
里
勇
二
（
越
表
小
二
年
）

　
　
黒
木
拓
弥
（
越
表
小
三
年
）

　
　
山
里
建
博
（
越
表
小
五
年
）

佳
作

　
　
古
川
里
美
（
東
郷
小
二
年
）

　
　
中
野
ゆ
か
り
（
坪
谷
小
四
年
）

　
　
那
須
祐
一
（
坪
谷
小
六
年
）

　
入
賞
者
の
中
か
ら
、
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
た
黒
木
一
聖
君
の
作
文
を
紹

介
し
ま
す
。

田

，

ん
ぼ

く
ろ
き
い
っ
べ
い

い
え
に
は
、
日
向
に
、

　
　
　
　
ぼ
く
の
お
じ

　
お
と
う
さ
ん
に
　
く

　
　
　
ま
い
と
し
、
な

　
　
　
　
　
、
お
と

　
　
　
　
、
田
ん
ぼ

田
う
え
の
じ
ゅ
ん
び
に
、

　
　
　
た
ま
に
は
、
ぼ

　
　
　
　
　
お
と
う

　
　
　
　
、
あ
せ
を
い

　
　
　
は
た
ら
く
よ
う

う
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ご
は

ん
を
た
べ
る
と
き
に
は
、
い
つ
も
お

と
う
さ
ん
が
、
「
お
と
う
さ
ん
と
お
か

あ
さ
ん
が
、
つ
く
っ
た
お
こ
め
だ
か

ら
、
↓
つ
ぶ
も
の
こ
さ
ず
に
、
だ
い

じ
に
た
べ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
」
と
、

い
い
ま
す
。
ぼ
く
も
そ
う
お
も
い
ま

す
。
お
と
う
さ
ん
と
お
か
あ
さ
ん
の

つ
く
っ
た
お
こ
め
は
、
ま
っ
し
ろ
で

ほ
く
ほ
く
し
て
い
て
、
と
て
も
お
い

し
い
で
す
。
ぼ
く
は
、
お
に
ぎ
り
が

旧
す
き
で
す
。

も
う
す
ぐ
四
月
で
す
。
田
う
え
の
じ

ゅ
ん
び
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
ぼ
く
は
、

「
こ
ん
ど
は
、
て
つ
だ
い
を
す
る
。
」

と
、
お
と
う
さ
ん
と
、
や
く
そ
く
を

し
ま
し
た
。
が
ん
ば
ろ
う
と
お
も
い

ま
す
。

相
談
件
数
の
三
、
四
割
を
も
占
め
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
悪
質
な
訪
問
販
売
の
代

表
的
な
手
口
を
今
回
よ
り
紹
介
し
、

悪
質
な
訪
販
ト
ラ
ブ
ル
に
ま
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
①
か
た
り
商
法

　
一
ね
ん

一3

ｭ
の
、

田
ん
ぼ
が
あ
り
ま
す
。

い
ち
ゃ
ん
が

れ
た
田
ん
ぼ
で
す
。

え
を
う
え
る
こ
ろ
に
な
る
と

う
さ
ん
と
お
か
あ
さ
ん
は

こ
よ
、
）
、

‘
一
　
レ
　
阯

と
り
か
か
り
ま
す
。

く
も
、
田
ん
ぼ
に
い
っ
て
、

さ
ん
と
お
か
あ
さ
ん
が

っ
ぱ
い
な
が
し
て
、

す
を
み
て
「
お
こ
め
を
つ
く
る
の
は
、

た
い
へ
ん
だ
な
あ
。
」
と
お
も
い
ま
す
。

な
え
を
う
え
て
、
な
え
は
、
だ
ん
だ

ん
大
き
く
な
り
ま
す
。
お
か
あ
さ
ん

と
ぼ
く
と
お
と
う
と
の
り
ゅ
う
へ
い

が
、
田
ん
ぼ
に
水
を
い
れ
に
い
く
と
、

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
が
た
く
さ
ん
お
よ

い
で
い
て
、
と
て
も
た
の
し
い
で
す
。

い
ね
が
、
き
い
ろ
く
な
る
と
、
い
ね

か
り
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
お
と
う
さ

ん
も
お
か
あ
さ
ん
も
、
と
て
も
い
そ

が
し
い
で
す
。
ぼ
く
は
、
か
わ
い
そ

あ萸の於手美こ美の一手りの

訪問販亮

手口こ
ん
ど
、
郵
便
局
の
擶
導
で

こ
の
表
札
を
全
世
帯
に

取
り
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

〆
一

　
清
掃
局
の
者
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

纏
碧
韓
思
事
9
、
・

収
集
作
繋
か
や
り
に
　
／

…
麟
潅
鴛

ー
ー
ー
，
聖
、
．
、
リ
　
　
　
　
ニ
κ
舅

　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
6
登

窯

消
防
署
の
蚕
砂
」

消
火
器
の

点
検
に
き
ま
し
た

癬
灘
薫
調

！
赫
梶
　
　
．
、

・
鳶
　
6
（
篭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

例
”
消
防
署
の
方
か
ら

　
　
消
火
器
の
点
検
に

　
　
き
ま
し
た
。

　
訪
問
販
売
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
ト

ラ
ブ
ル
が
起
っ
て
い
ま
す
。

　
居
な
が
ら
に
し
て
商
品
の
購
入
が

で
き
る
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
十
分
な

説
明
が
受
け
ら
れ
る
、
と
い
う
本
来

の
長
所
は
ど
こ
へ
や
ら
、
明
ら
か
な

押
し
売
り
も
多
い
か
ら
で
す
。

　
各
地
の
相
談
室
や
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
で
も
、
訪
問
販
売
ト
ラ
ブ
ル

の
件
数
は
年
々
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、

　
あ
た
か
も
消
防
署
か
ら
の
訪
問
ら

し
く
よ
そ
お
い
、
商
品
を
売
り
つ
け

る
も
の
で
す
。

《
消
火
器
》
　
防
災
の
心
が
け
は
必

要
で
す
が
、
一
般
家
庭
で
必
ず
備
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
的
な
義
務
は

あ
り
ま
せ
ん
。

例
…
こ
ん
と
、
郵
便
局

　
　
の
指
導
で
こ
の
表

　
　
札
を
全
世
帯
に
取

　
　
り
付
け
る
こ
と
に

　
　
な
り
ま
し
た
。

《
表
札
》
　
家
族
全
員
の
名
前
を
表

示
し
て
お
く
こ
と
は
、
郵
便
物
配
達

の
上
か
ら
も
望
ま
し
い
こ
と
で
す
が
、

強
制
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
ほ
か
、
電
話
台
、
ガ
ス
も
れ

警
報
器
、
ゴ
ミ
容
器
な
ど
も
、
粉
ら

わ
し
い
売
り
方
が
さ
れ
ま
す
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

監

つ、
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青
少
年

　　

@　

酎
S
育
成
相
談
員
を
委
嘱

　
東
郷
町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会

議
で
は
、
壬
供
達
の
健
や
か
な
成
長

を
ね
が
い
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に

関
す
る
相
談
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
．
．

　
学
校
生
活
等
に
お
け
る
悩
み
ご
と
、

い
じ
め
な
ど
、
子
供
に
関
す
る
悩
み

ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
．

　
相
談
員
は
次
の
と
お
り
で
す
、
．

輪

護
、
、
｛

讐解

新名敏文
（福瀬）實69－2339

．
礎
幽

黒木捨法
！寺迫）含58－1492

器
黒木義彦
（寺迫）含58－0871

虜
、

　
、

志
1
9

青
螂
、
、
’
邸

田
絢
仁
幅

一
べ
、
、

、
、

導
調

「「『】r

黒木行也
1鶴野内）費69－2167

r一躍～

欝脇寺原郁夫
（小野田）倉69－2154

〉習情を申し出たが、唱

その措量に輪得できない

脱明に謝辱できない

どこに申し出たらよいか

　　わからない

習口を直接申し出にくい

鈴木孝禅
（坪谷）含69－7830

是理がまちがっている

海野俊男
（越表〉費69－7206Il頭、屯話．丁．紙などぞんな乃．法で．も結構です

また．匿名扱いもできます．相罐は無料です

　
四
月
三
日
、
戦
没
者

合
同
慰
霊
祭
が
成
願
寺

（
鶴
野
内
）
で
行
わ
れ

ま
し
た
．
、

　
こ
の
慰
霊
祭
は
、
西

南
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦

争
ま
で
の
戦
没
者
三
百

九
十
五
柱
の
冥
福
を
祈

る
た
め
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
毎
年
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
、

　
当
日
は
、
遺
族
な
ど

三
百
名
が
参
列
し
、
し

め
や
か
に
行
わ
れ
ま
し

た
．
、

このようにレてほしいのだが．

このような楊合は

ご相討ください

行
政
相
談
員

　
　
東
郷
町
仲
深
　
山
口
俊
一

　
　
　
　
費
六
九
－
七
六
五
五

磐
示

徳頒
　
頒
徳
祭
が
四
月
一
日

午
前
十
時
か
ら
行
わ
れ

ま
し
た
．
．

　
当
日
は
、
役
場
前
の

碩
徳
の
碑
に
そ
の
名
を

刻
ま
れ
て
い
る
新
名
馬

治
、
高
森
順
蔵
、
奈
須

熊
吉
、
黒
木
松
美
各
氏

の
遺
族
と
高
森
町
長
を

は
じ
め
、
関
係
者
約
四

十
名
が
参
列
し
、
故
人

の
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
．
、
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こ
の
墓
石
は
鶴
野
内
大
工
野
塩
月

噺
家
の
墓
地
に
あ
る
大
関
増
見
川
の

墓
石
で
あ
り
ま
す
。

　
東
郷
町
史
談
会
員
若
藤
寅
男
さ
ん

は
、
「
大
関
増
見
川
の
事
跡
」
に
つ
い

て
大
変
熱
心
に
資
料
集
め
に
時
間
を

か
け
、
日
向
市
の
塩
月
弘
氏
を
訪
ね

た
り
、
鶴
野
内
塩
月
榮
家
の
話
を
聴

き
と
っ
た
り
し
て
、
小
論
文
に
ま
と

め
て
史
談
会
に
て
発
表
さ
れ
、
こ
の

研
究
誌
は
夕
刊
デ
イ
リ
ー
新
聞
、
宮

崎
日
日
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
．
、

　
時
は
天
保
の
頃
（
約
百
五
十
年
前
）

大
阪
相
撲
に
、
山
陰
村
鶴
野
内
よ
り

＜
鶴
野
内
の
塩
月
栄
さ
ん
の
墓
地
内

　
に
あ
る
増
見
川
の
墓
石

可㌧
＼
げ［

大
関
増
見
川
と
言
え
る
者
と
、
下
三

ヶ
村
深
谷
よ
り
押
出
瀬
と
尾
鈴
山
と

言
え
る
兄
弟
関
取
が
入
幕
し
て
い
た

の
で
す
。

　
大
関
増
見
川
は
、
大
変
斥
力
な
関

取
り
で
名
を
幸
吉
と
申
し
て
い
ま
し

た
。
塩
月
弘
、
榮
官
等
よ
り
逆
に
数

え
て
五
代
前
の
先
祖
に
あ
た
り
ま
す
．
．

　
弘
、
二
軸
等
の
聞
き
伝
え
に
よ
る

と
、
次
の
様
な
不
幸
な
事
件
が
起
っ

た
の
で
す
．
、

　
大
関
増
見
川
は
横
綱
一
歩
前
と
言

う
と
こ
ろ
ま
で
な
っ
た
。
明
日
の
相

撲
に
勝
て
ば
横
綱
と
い
う
時
、
相
手

力
士
の
抱
え
主
か
ら
「
増
見
川
頼
む

I
」
と
八
百
長
の
申
し
入
れ
が
あ
っ

た
。
し
か
し
増
見
川
は
こ
れ
に
動
ぜ

ず
堂
々
と
勝
負
に
勝
っ
た
の
で
す
。

　
増
見
川
は
そ
の
た
め
に
相
手
方
の

恨
み
を
か
っ
て
命
を
ね
ら
わ
れ
る
身

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
増
見
川
の
身
を
気
づ
か
う
大
阪
方

の
人
々
か
ら
、
一
時
身
を
ひ
そ
め
る

様
に
と
の
勧
め
に
従
い
、
故
郷
の
山

陰
村
へ
帰
っ
て
来
た
の
で
す
。
わ
が

身
の
思
わ
ざ
る
不
運
に
雄
図
む
な
し

く
、
彼
は
こ
の
近
郷
の
大
親
分
と
な

っ
た
。
多
い
時
に
は
九
十
余
人
の
子

分
が
い
た
と
も
言
わ
れ
て
い
た
の
で

す
．
、
弘
、
榮
送
呈
が
少
年
の
頃
ま
で

は
、
刀
び
つ
が
あ
り
百
本
近
く
の
刀

が
残
っ
て
い
た
と
い
う
．
、
ま
た
飯
び

つ
の
大
き
い
も
の
が
あ
り
、
大
入
が

両
手
で
廻
し
き
れ
な
い
位
の
大
き
さ

で
底
に
は
車
が
つ
い
て
い
た
と
い
う
。

こ
れ
等
は
増
見
川
親
分
時
代
を
実
証

す
る
貴
重
な
品
物
で
あ
っ
た
と
思
う
。

惜
し
い
こ
と
に
昭
和
二
十
年
終
戦
の

年
の
台
風
に
、
百
年
以
上
経
た
大
関

増
見
川
の
大
旧
宅
は
倒
壊
し
、
増
見

川
を
記
念
す
る
数
々
の
貴
重
な
遺
品

は
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
大
工
野
の
塩
月
野
臥
の
墓
地
に
足

を
入
れ
て
見
る
と
、
増
見
川
幸
吉
の

墓
が
あ
り
、
明
治
十
三
年
七
十
五
才

で
死
去
し
て
い
る
。
維
新
の
頃
の
動

乱
時
代
に
、
彼
な
り
の
活
躍
を
し
た

こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

　
私
は
若
藤
寅
男
さ
ん
が
時
間
を
か

け
て
、
調
査
を
ま
と
め
に
大
変
努
力

さ
れ
て
発
表
さ
れ
た
こ
と
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　
　
東
郷
町
史
談
会
長

　
　
　
　
　
　
都
　
甲
鶴
男

欧麟総堀饗
　　　　　　　　奪
端野恵紙焦

正
月
　
　
お
盆

　
　
　
　
祭
礼

塩
月
儀
市

　
十
六
日
の
朝
に
は
、
下
市
に
供
え

へ
置
い
た
供
物
を
す
べ
て
青
広
い
芭

蕉
の
葉
に
包
ん
で
下
の
漢
に
持
っ
て

行
っ
て
流
し
た
。

　
そ
し
て
、
そ
の
供
物
に
乗
っ
て
お

精
霊
さ
ま
は
今
朝
信
濃
の
善
光
寺
へ

お
帰
り
に
な
る
の
だ
と
い
う
伝
説
を
、

い
か
に
も
真
実
の
様
に
信
じ
込
ん
で
、

言
い
難
い
敬
謙
の
念
を
も
っ
て
淵
に

浮
び
瀬
に
隠
る
・
そ
の
影
を
見
送
し

た
も
の
で
あ
る
。

　
お
盆
が
過
ぐ
れ
ば
も
う
秋
に
な
っ

た
と
子
供
心
に
も
深
く
感
ぜ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
ば
　
ル
レ
マ
へ
　
ば

そ
の
頃
、
赤
蜻
蛉
と
呼
ぶ
、
赤
い
、

小
さ
い
蜻
蛉
が
い
っ
ぱ
い
に
空
に
群

れ
て
い
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

　
鎮
守
の
祭
は
霜
月
の
末
、
も
う
か

な
り
寒
い
頃
で
あ
っ
た
。
鎮
守
の
社

と
順
番
に
当
っ
た
或
る
一
部
落
と
に

祭
礼
所
が
設
け
ら
れ
て
そ
の
二
ヶ
所

で
神
楽
が
あ
っ
た
。

　
祭
礼
は
三
日
続
く
の
だ
が
、
そ
の

第
一
日
の
前
夜
を
お
よ
ど
と
称
へ
て

そ
の
夜
は
夜
通
し
呪
っ
た
。
そ
う
し

た
場
所
を
廻
っ
て
歩
く
見
世
物
や
行

商
人
等
が
め
い
／
＼
華
か
に
店
を
張

っ
て
、
平
常
見
た
こ
と
も
な
い
玩
具

や
菓
子
が
並
べ
ら
れ
た
。
こ
と
に
よ

く
覚
え
て
居
る
の
は
カ
ル
メ
ラ
焼
で
、

そ
の
匂
い
と
煙
と
は
異
常
な
好
奇
心

と
食
欲
と
を
唆
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
も
う
夜
も
ほ
の
み
＼
と
明
け
よ
う

と
い
う
頃
、
尚
も
夢
中
に
な
っ
て
踊

っ
て
い
る
神
楽
の
若
者
達
が
振
り
廻

す
白
刃
の
光
も
神
々
し
く
眼
に
映
っ

た
。
昼
は
ま
た
神
楽
の
ほ
か
に
臼
太

鼓
と
い
う
舞
踊
が
演
ぜ
ら
れ
た
。
こ

れ
は
太
占
に
於
け
る
神
様
た
ち
の
凱

旋
の
踊
り
だ
と
い
う
事
で
、
村
の
若

者
達
各
自
由
で
猟
っ
て
来
た
、
鹿
の

角
や
山
鳥
維
子
な
ど
の
綺
麗
な
羽
根

で
身
を
装
い
、
一
人
の
音
頭
取
の
唄

や
音
頭
に
つ
れ
て
大
き
な
丸
い
環
を

作
り
乍
ら
、
め
い
め
い
前
に
結
び
つ

け
た
太
鼓
を
叩
い
て
踊
り
出
す
の
で

あ
る
。

　
い
ま
一
つ
、
ひ
き
の
神
の
祭
と
い
、

う
の
が
あ
っ
た
。
ず
っ
と
離
れ
た
二

十
里
ほ
ど
も
遠
い
児
湯
郡
の
ひ
き
と

い
う
所
か
ら
出
て
各
所
を
経
巡
り
な

が
ら
そ
の
途
中
私
の
村
を
も
過
ぐ
る

の
で
、
そ
の
折
に
祭
礼
が
行
わ
れ
る
。

　
な
ん
で
も
こ
の
神
様
は
女
神
で
、

そ
の
巡
っ
て
歩
く
さ
き
み
＼
は
戦
い

負
け
て
逃
げ
廻
っ
た
あ
と
で
あ
る
そ

う
だ
。
私
の
村
附
近
で
は
先
づ
お
ろ

し
ご
と
い
う
部
落
で
一
夜
祭
礼
が
あ

る
。
そ
の
次
が
う
ぶ
の
と
い
う
の
が

あ
る
。
そ
の
次
が
こ
あ
ら
い
、
何
処

で
も
た
．
・
】
夜
づ
・
の
、
い
か
に
も

敗
戦
の
女
将
の
憧
し
い
祭
礼
だ
が
、

矢
張
り
相
当
に
賑
つ
た
。
こ
の
祭
に

は
百
姓
た
ち
は
み
な
各
自
の
田
畑
に

出
来
た
作
物
を
供
え
て
、
そ
の
出
来

栄
を
競
う
様
な
風
が
あ
る
。
師
走
も

既
に
お
し
迫
っ
た
頃
の
、
随
分
寒
い

祭
で
あ
る
が
お
ろ
し
ご
、
う
ぶ
の
、

と
私
た
ち
は
附
近
で
催
さ
れ
る
そ
の

祭
の
あ
と
を
追
う
事
を
怠
ら
な
か
っ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
（
終
り
）

、
つ

こ“、
つ

と報町7 昭和62年5月号

「
目
U〔

⑰
ガ
ン
と
食
生
噛

東
郷
病
院
長

　
　
山
　
本

宏

　
ガ
ン
（
癌
）
の
原
因
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
い
ろ
と
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
現
段
階
で
は
は
っ
き
り
と
し

た
定
説
は
あ
り
ま
せ
ん
．
し
か
し
入

間
社
会
を
と
り
ま
く
環
境
が
何
ら
か

の
関
与
を
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
ら

し
い
と
い
う
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま

す
，
そ
こ
で
今
回
は
そ
の
環
境
因
子

の
中
で
も
特
に
人
間
生
活
の
上
で
深

く
関
わ
っ
て
い
る
食
生
活
に
焦
点
を

お
い
て
述
べ
て
み
ま
す
、

　
ガ
ン
予
防
の
た
め
の
食
生
活
の
基

本
は
後
に
述
べ
ま
す
か
、
適
切
な
食

事
習
慣
と
禁
煙
で
ガ
ン
発
生
率
は
約

懇
話
無

腰
噌

馨
．

C

㎝

1
3
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
云
わ

れ
て
い
ま
す
、
以
下
、
具
体
的
に
食

物
と
ガ
ン
と
の
関
連
を
述
べ
て
ゆ
き

ま
す
、

①
ガ
ン
と
脂
肪

　
疫
学
的
研
究
で
は
脂
肪
と
消
化
器

系
（
と
く
に
大
腸
）
の
ガ
ン
、
な
ら

び
に
内
分
泌
器
官
（
乳
腺
、
前
立
腺
）

の
ガ
ン
と
の
関
連
性
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
、
、
脂
肪
摂
取
量
と
大
腸
ガ
ン
発

生
率
と
は
強
い
関
連
性
が
あ
る
し
、

乳
ガ
ン
、
前
立
腺
ガ
ン
と
の
関
連
性

は
さ
ら
に
強
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
．
．

②
ガ
ン
と
蛋
白
質

　
肉
の
摂
取
量
と
膵
臓
ガ
ン
と
の
関

係
が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
．
．
食
物
中

の
蛋
白
質
含
有
量
が
多
く
な
る
と
、

身
体
の
多
く
の
部
位
で
の
発
ガ
ン
が

高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
、

も

、

購
魑

て
い
ま
せ
ん
。

④
ガ
ン
と
食
物
繊
維

　
果
物
類
、
野
菜
類
、
穀
類
の
中
に

含
ま
れ
る
食
物
繊
維
に
は
大
腸
ガ
ン

を
予
防
す
る
効
果
が
あ
る
と
よ
く
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
確

た
る
証
拠
は
ま
だ
な
い
よ
う
で
す
。

⑤
ガ
ン
と
ビ
タ
ミ
ン

　
ビ
タ
ミ
ン
A
に
つ
い
て
は
欠
乏
し

て
く
る
と
ガ
ン
が
発
生
し
や
す
く
な

る
と
い
う
動
物
実
験
の
結
果
が
あ
り

ま
す
．
肺
、
膀
胱
、
喉
頭
な
ど
の
ガ

ン
と
ビ
タ
ミ
ン
A
の
摂
取
量
と
の
関

連
が
云
々
さ
れ
て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ

ン
C
に
つ
い
て
は
胃
ガ
ン
、
食
道
ガ

ン
の
危
険
度
が
摂
取
量
に
応
じ
て
低

く
な
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

六五四
七
、に⊥：ξ｝こ力く八

か
え
め
に

お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

た
ば
こ
を
少
な
く
す
る

適
旦
里
の
ビ
タ
ミ
ン
と
繊
維
質
の

も
の
を
多
く
と
る
（
緑
黄
色
野

菜
を
た
っ
ぷ
り
）

塩
辛
い
も
の
は
少
な
め
に
、
熱

い
も
の
は
さ
ま
し
て
か
ら

焦
げ
た
部
分
は
さ
け
る

か
び
の
生
え
た
も
の
に
注
意

日
光
に
当
り
ず
ぎ
な
い

適
度
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

体
を
清
潔
に

．脚一

⊇

獄
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要
す
る
に
基
本
的
に
は
規
則
正
し

い
生
活
習
慣
を
つ
け
、
好
き
嫌
い
な

一

③
ガ
ン
と

　
　
炭
水
化

　
　
物

　
し
ょ
糖
と

発
ガ
ン
に
つ

い
て
関
連
が

あ
る
と
報
告

し
た
も
の
も

あ
り
ま
す
が

現
在
で
は
未

だ
結
論
は
で

く
腹
八
分
目
に
食
べ
る
と
い
う
と
こ

ろ
に
落
ち
つ
く
と
思
い
ま
す
。

⑥
ガ
ン
と
ア
ル
コ
ー
ル

　
地
域
に
よ
っ
て
は
飲
酒
と
食
道
ガ

ン
の
発
生
率
や
死
亡
率
と
の
間
に
関

連
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
以
上
、
い
ろ
い
ろ
と
諸
説
を
述
べ

て
き
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
明
確
な

解
答
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
少
な
く
と
も
食
事
と
の
何
ら
か
の

関
連
は
あ
り
そ
う
で
す
。
ガ
ン
予
防

の
た
め
の
十
二
条
を
列
記
し
ま
す
。

一、

�
喆
ﾏ
化
の
あ
る
食
生
活
を

二
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を
と

　
　
る
　
・

三
、
食
べ
す
ぎ
を
さ
け
、
脂
肪
は
ひ

よく観察して
　　　　　　　　　早期発見を

①鏡の前に立ち、自分の乳房の大きさ、形、

　くぼみの有無、乳首の位置、ただれの有無

　など左右をよく見ます。このような観察を、

　注意しながら両手をあげたときと下げたと

　きの2回行います。

②つぎにあお向けに寝て、検査をする乳房の

　反対側め手で、乳房の中心から周辺へ指を

　そろえて静かに軽く圧迫しながら触れてい

　きます。このとき、決してつまんではいけ

　ません。つまんで感じる「しこり」は正常

　な乳腺であることが多いからです。

③つぎに、わきの下に深く指先を入れ、しこ

　りを探します。

④最後に、乳首から血性の分泌物が出ないか

　どうかを確認します。
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⑪
囲
響
自
信
談

　
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
、

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
委
員
（
民

生
委
員
）
に
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎

週
火
曜
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
宅

で
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
．

▼
日
時
　
5
月
1
9
日
　
9
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
老
人
福
祉
館

消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
に
関
す
る
買
物
相
談
（

表
示
の
見
方
等
）
、
苦
情
相
談
（
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
安
全
性
、
品
質
、
取

引
方
法
、
契
約
を
解
除
し
た
い
と
い

う
よ
う
な
相
談
等
）
な
ど
に
つ
い
て

く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
当
日
以
外
は
そ
れ
ぞ
れ
の

自
宅
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　
5
月
1
9
日
　
9
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
老
入
福
祉
館

行
政
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
当
日
以
外
は

自
宅
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
ど
ん
な

こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
、▼

日
時
　
5
月
1
9
日
　
9
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
行
政
相
談
員

　
　
　
東
郷
町
仲
深
　
山
口
俊
一

一
般
健
康
相
談

▼
日
時
　
5
月
1
6
日
　
9
時
～
1
0
時

▼
場
所
　
老
人
福
祉
館

▼
内
容
　
検
尿
・
血
圧
測
定
ほ
か

　
　
乳
児
健
康
診
査

▼
日
時
　
5
月
2
1
日
　
1
3
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
1
4
時
3
0
分

▼
場
所

▼
対
象

▼
日
時

▼
場
所 　

　
老
入
福
祉
館

　
　
昭
和
6
1
年
5
月
2
2
日
～
昭

　
　
和
6
2
年
2
月
2
1
日
目

母
親
学
級

　
　
5
月
2
6
日

　
　
　
　
9
時
～
9
時
3
0
分

　
　
中
央
公
民
館

三
歳
児
健
康
診
査

▼
日
時
　
5
月
1
3
日
　
1
3
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
1
4
時
3
0
分

▼
場
所
　
老
人
福
祉
館

▼
対
象
　
昭
和
5
8
年
5
月
3
1
日
～
昭

　
　
　
和
5
9
年
5
月
3
0
日
生

18

J
月
児
健
康
診
査

▼
日
時

▼
場
所

▼
対
象

5
月
2
0
日
　
1
3
時
3
0
分
～

中
央
公
民
館

昭
和
6
0
年
8
月
1
8
日
～
昭

和
6
0
年
1
1
月
2
0
日
生

「
ふ
れ
あ
い
文
庫
」
を

利
用
し
て
い
ま
す
か

　
中
央
公
民
館
図
書
室
に
遠
い
地
区

に
つ
い
て
は
区
長
さ
ん
宅
（
下
渡
川

は
甲
斐
商
店
）
に
「
ふ
れ
あ
い
文
庫
」

と
名
付
け
、
本
を
二
f
冊
（
成
人
用
、

児
童
用
）
置
い
て
も
ら
っ
て
、
二
ヶ

月
毎
に
入
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
．
、

図書室は大いに利用を

　
此
の
頃
で
は
各
関
係
者
の
方
々
の

ご
協
力
に
よ
り
利
用
者
も
増
え
て
来

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
仕
事
に
追
わ
れ
る
な
か
に
も
本
を

読
み
、
静
か
な
ひ
と
と
き
を
思
考
す

る
時
間
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

　
中
央
公
民
館
に
近
い
人
は
図
書
室

を
、
遠
い
人
は
「
ふ
れ
あ
い
文
庫
」

を
大
い
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
．

【
お
礼
】

　
小
野
田
の
畝
原
ケ
サ
ヨ
さ
ん
か
ら

二
六
〇
冊
の
文
庫
本
の
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

善
急
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
に
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
仲
深
の
山
本
久
男
さ
ん
か
ら

　
（
冥
土
さ
ん
・
8
7
歳
ご
死
去
）

▽
坪
谷
の
田
中
次
郎
喜
さ
ん
か
ら

　
（
寅
松
さ
ん
・
9
1
歳
ご
死
去
）

▽
坪
谷
の
後
藤
エ
ミ
子
さ
ん
か
ら

　
（
常
男
さ
ん
・
7
5
歳
ご
死
去
）
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黒
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